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MSCS で Workflow Automation をセットアップし
て高可用性を実現します

Workflow Automation （ WFA ）を MSCS （ Microsoft クラスタサービス）環境にインス
トールして設定することで、ハイアベイラビリティ構成とフェイルオーバーを実現でき
ます。WFA をインストールする前に、必要なすべてのコンポーネントが正しく設定され
ていることを確認する必要があります。

このタスクについて

ハイアベイラビリティ構成では、アプリケーションの運用が常にサポートされます。いずれかのコンポーネン
トに障害が発生すると、セットアップ内のミラーリングされたコンポーネントが処理を引き継ぎ、中断のない
ネットワークリソースを提供します。

Windows の WFA でサポートされているクラスタリング解決策 は MSCS だけです。

Workflow Automation をインストールするように MSCS を設
定します

Workflow Automation （ WFA ）を Microsoft Cluster Server （ MSCS ）にインストール
する前に、 MSCS 環境を設定する必要があります。

必要なもの

• MSCS はサーバマネージャからインストールする必要があります。

• オプション： SnapDrive for Windows をインストールする必要があります。

サポートされる最小バージョンは、 Windows 2008 および 2012 です。

• 両方のクラスタノードで同じバージョンの WFA を同じパスにインストールする必要があります。

• 両方のクラスタノードを同じドメインに追加する必要があります。

このタスクについて

この作業は、 MSCS インターフェイスでクラスタマネージャを使用して実行する必要があります。

手順

1. ドメイン管理者として Cluster Manager にログインします。

2. 次のいずれかのオプションを使用して、両方のノードから LUN にアクセスできることを確認します。

◦ LUN をネイティブで管理します。

◦ SnapDrive for Windows を使用して、次の操作を実行

i. 両方のノードに SnapDrive for Windows をインストールして設定します。

ii. Windows 用の SnapDrive を使用して LUN を作成し、両方のノードでその LUN を設定します。

3. フェイルオーバークラスタマネージャで、クラスタにディスクを追加します。
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Windows に OnCommand Workflow Automation をインスト
ールします

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）をインストールすると、環境で実行される
ストレージタスクを自動化するためのストレージワークフローを作成およびカスタマイ
ズできます。

必要なもの

• インストールの前提条件を確認しておく必要があります。

Workflow Automation をインストールするための前提条件

• WFA を以前にインストールしたシステムからアンインストールしたあとに WFA をインストールする場合
は、そのシステムに WFA サービスがないことを確認する必要があります。

• ネットアップサポートサイトから WFA インストーラをダウンロードしておく必要があります。

• Java の「自動アップグレード」機能を無効にする必要があります。

このタスクについて

• WFA を仮想マシン（ VM ）にインストールする場合、 VM の名前にアンダースコア（ _ ）文字を含める
ことはできません。

• ActiveState ActivePerl は、 WFA をインストールする前にインストールされます。

このインストールは、 WFA サーバにインストールした ActivePerl の他のインスタンスには影響しませ
ん。

• MySQL をアンインストールした場合は、 WFA 4.2 以降を再インストールする前に、 MySQL のデータデ
ィレクトリを削除しておく必要があります。

• MySQL を独自にインストールする場合、 WFA は MySQL my.ini` ファイルの「 secure-file-privilege 」お
よび「 sql-mode 」プロパティを空白に設定します。

手順

1. 管理者権限を持つアカウントで Windows にログインします。

2. エクスプローラを開き、インストールファイルが保存されているディレクトリに移動します。

3. WFA をインストールします。

◦ 対話型インストール

i. WFA インストーラの実行ファイル（ .exe ファイル）を右クリックし、 admin ユーザとして実行
します。

ii. 「 * 次へ * 」をクリックします。

iii. デフォルトの admin ユーザのクレデンシャルを入力し、 * 次へ * をクリックします。

デフォルトの admin パスワードは次の条件を満たしている必要があります。

▪ 6 文字以上にする必要があります

▪ 大文字の 1 文字
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▪ 小文字を 1 文字使用します

▪ 1 つの数字

▪ 1 つの特殊文字 * 注： * admin ユーザのクレデンシャルをメモしておく必要があります。

iv. WFA 設定のポートを選択し、 * Next * をクリックします。

v. サイト名と会社名を入力し、 [ 次へ * ] をクリックします。

サイト名には、たとえばピッツバーグの WFA インストール場所を含めることができます。

vi. デフォルトのインストール場所を変更する場合は、 WFA をインストールする場所を選択し、 *

Next * をクリックします。

vii. WFA データベースのデフォルトの場所を変更しない場合は、 * Next * をクリックします。

viii. インストールを続行するには、 * Install * をクリックします。

ix. [ 完了 ] をクリックしてインストールを完了します。

x. 次のいずれかを実行して、 WFA が正常にインストールされたことを確認します。

▪ Web ブラウザを使用して WFA にアクセスします。

▪ Windows サービスコンソールを使用して、 NetApp WFA Server サービスと NetApp WFA

Database サービスが実行されていることを確認します。

◦ サイレントインストール（コマンドプロンプトから）： +`WFA-version_number-build_number.exe /s

/v" wfa_admin_username=wfa_Admin_password=password wfa_admin_mysql_password=confirm

admin password/wfa_mysql_pass=password confirm password wfa_install_site=site

wfa_install_organization =site WFA_install_organization =organization

q_port=wfa_install_port\q_port=WFA_install_directory=wfa_install_admin_admin_password=wfa_install

_admin_admin_password=WFA_admin_password=WFA_install_admin_install_install_password=WFA

_directory=WFA_install_directory=wfa_install_admin_admin_install_install

▪ 例 *

「 WFA-x64-v4.2.0.0.0-B2973881.exe /s /v 」 wfa_admin_username=admin

wfa_admin_username=Company * 234 wfa_admin_confirm_password=Company * 234

wfa_mysql_pass=mysql * 234 wfa_install_site=nb wfa_install_organization = nb wfa_install_HTTP

ポート =admin wfa_http_port_port=admin WFA\WFA\qr ディレクトリ \qr Program

\qr\WFA\HTTPS\WFA\WFA\HTTPS\WFA\HTTPS\WFA\WFA\HTTPS\WFA\WFA\HTTPS\WFA\WFA

\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\HTTPS\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\WFA\

WFA\WFA\WFA\WFA\WFA

/qn オプションは、 WFA ではサポートされません。

コマンドパラメータは次のとおりです。

パラメータ 説明

wfa_admin_username 管理ユーザ名

オプションのパラメータ。値を指定しない場合は、
デフォルト値の admin が使用されます。
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パラメータ 説明

wfa_Admin_password 管理ユーザのパスワード

必須パラメータ。デフォルトの admin パスワード
は次の条件を満たしている必要があります。

• 6 文字以上にする必要があります

• 大文字の 1 文字

• 小文字を 1 文字使用します

• 1 つの数字

• 1 つの特殊文字

wfa_Admin_confirm_password 管理ユーザのパスワード

必須パラメータ

wfa_mysql_pass MySQL ユーザのパスワード

必須パラメータ

CONFIRM_wfa_mysql_pass MySQL ユーザのパスワード

必須パラメータ

wfa_install_site WFA をインストールしている組織単位必須パラメ
ータ

_wfa_install_organization _ WFA をインストールする組織または会社の名前

必須パラメータ

wfa_http_port_ HTTP ポートオプションパラメータ。値を指定しな
い場合は、デフォルト値の 80 が使用されます。

wfa_HTTPS_PORT HTTPS ポートオプションパラメータ。値を指定し
ない場合は、デフォルト値 443 が使用されます。

_ インストール _ インストールディレクトリのパス

オプションのパラメータ。値を指定しない場合は、
デフォルトパス「 C ： \Program

Files\NetApp\WFA\" 」が使用されます。

◦ 関連情報 *

4



"ネットアップサポート"

MSCS で Workflow Automation を設定します

MSCS （ Microsoft クラスタサーバ）に Workflow Automation （ WFA ）をインストール
したら、設定スクリプトを使用して MSCS でハイアベイラビリティを実現するように
WFA を設定する必要があります。

必要なもの

WFA のバックアップを作成しておく必要があります。

手順

1. MSCS クラスタの最初のノードにログインし、次の手順を実行します。

用途 手順

Windows Server 2012 a. フェイルオーバークラスタマネージャで、 * サ
ービスロール * を右クリックします。

b. [ 空のサービスロールの作成 *] を選択し、ロー
ルの名前を「 wfa 」に変更します。

c. 新しく作成した「 wfa 」ロールに IP アドレス
リソースを追加します。

i. フェイルオーバー・クラスタ・マネージャ
で、新しく作成した「 wfa 」ロールを右ク
リックします。

ii. [ * リソース * > * その他のリソース * > * IP

アドレス * ] を選択します。

iii. クラスタの IP アドレスを設定

Windows 2008 の場合 a. フェイルオーバークラスタマネージャで、 [* サ
ービスとアプリケーション * ] を右クリックし
ます。

b. [ その他の操作 >*Create Empty Service or

Application ] をクリックし、サービスの名前
を「 WFA 」に変更します。

c. 新しく作成した「 wfa 」サービスに IP アドレ
スリソースを追加します。

i. フェイルオーバークラスタマネージャで、
新しく作成した「 wfa 」サービスを右クリ
ックします。

ii. [ * リソースの追加 * > * その他のリソース *

> * IP アドレスの追加 * ] を選択します。

iii. クラスタの IP アドレスを設定
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2. コマンドプロンプトで、「 ha_setup.pl 」スクリプトを実行して WFA データを共有の場所に移動し、フ
ェイルオーバーのために MSCS で WFA を設定します。「 perl ha_setup.pl --first [-t type_of cluster_vcs] [-

g cluster_group_name][-i ip_address_resource_name] [-n cluster_name] [-k shared_disk] [-f

このスクリプトは、「 wfa_install_location \ wfa \bin\ha\ 」にあります

◦ 例 *

perl ha_setup.pl — first-t MSCS -g WFA -i " クラスタ IP アドレス " -n wfa_cluster -k " クラスタディスク 2"

-f E: \

3. MSCS リソースが作成されていることを確認します

4. フェイルオーバークラスタマネージャから WFA サービスを停止します。

用途 手順

Windows Server 2012 a. 「 * Service Roles * 」を選択し、新しく作成し
た「 WFA 」ロールを選択します。

b. リソースペインで、 * na_wfa_db * を右クリッ
クし、 * オフラインにする * を選択します。

c. リソースペインで、 * na_wfa_SRV* を右クリ
ックし、 * オフラインにする * を選択します。

Windows 2008 の場合 a. 「 * サービスとアプリケーション * 」を選択
し、新しく作成した「 wfa 」サービスを選択し
ます。

b. その他のリソースペインで、 * na_wfa_db * を
右クリックし、 * このリソースをオフラインに
する * を選択します。

c. その他のリソースペインで、 * na_wfa_SRV*

を右クリックし、 * このリソースをオフライン
にする * を選択します。

WFA データベースサービスと WFA サーバサービスをオフラインにする必要があります。WFA のサービ
スを Windows サービスから停止しないでください。

5. WFA リソースをセカンダリノードに手動で移動します。

6. 共有ディスクに 2 つ目のノードからアクセスできることを確認します。

7. コマンドプロンプトで、クラスタのセカンダリノードで「 ha_setup.pl 」スクリプトを実行し、共有の場
所からのデータを使用するように WFA を設定します。「 perl ha_setup.pl --join [-t type_of

_cluster_MSCS] [-f shared_drive_path] 」

「 ha_setup.pl 」スクリプトは、「 wfa_install_location 」「 wfa 」「 bin 」「 ha 」にあります

◦ 例 *

`perl ha_setup.pl — join-t MSCS -f E:

8. フェイルオーバークラスタマネージャから、 WFA リソースをオンラインにします。

6



用途 手順

Windows Server 2012 a. 新しく作成した「 wfa 」ロールを右クリック
し、「 Start Role 」を選択します。ロールのス
テータスは running である必要があります。ま
た、個々のリソースは Online 状態である必要
があります。

Windows 2008 の場合 a. 新しく作成した「 wfa 」サービスを右クリック
し、「 * このサービスまたはアプリケーション
をオンラインにする * 」を選択します。サービ
スのステータスは「 running 」でなければなり
ません。また、個々のリソースは「 Online 」
状態でなければなりません。

9. MSCS クラスタの 2 つ目のノードに手動で切り替えます。

10. クラスタの 2 つ目のノードで WFA サービスが正常に開始されることを確認します。
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本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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